
子育て支援の就業拡大に応えて
シルバー人材センターの保育技能研修

子
育
て
支
援
の
要
望
に
応
え
て

活
躍
す
る
シ
ル
バ
ー
会
員

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
21
年
度
よ

り
子
育
て
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
す
る
た
め
の
「
子
育
て
支
援
技
能
研
修
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
を
受
講
し
た
シ
ル
バ
ー
会
員
が
、
障
害

児
が
通
う
施
設
で
保
育
支
援
に
就
業
し
、
大
変
感
謝

さ
れ
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
に
よ
っ
て
、
働
く
お
母
さ
ん
が
増
え
、

保
育
園
等
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
や
、
幼
稚
園

の
早
朝
や
夕
方
の
預
か
り
保
育
の
手
伝
い
・
一
時
預

か
り
託
児
や
病
児
保
育
な
ど
の
要
望
が
大
変
多
く
な

り
、
子
育
て
支
援
に
従
事
す
る
会
員
は
忙
し
く
な
り
、

時
に
は
人
手
不
足
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
研
修
で
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
ほ
か
に

60
歳
以
上
の
一
般
市
民
に
も
門
戸
を
拡
げ
て
、
合
計

20
名
の
意
欲
あ
る
方
々
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
子

育
て
支
援
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
こ
の
技
能
研

修
を
活
か
し
て
、
受
講
さ
れ
た
方
の
多
く
が
会
員
と

な
っ
て
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
て
活
躍
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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恵
那
市
の
概
要

　

恵
那
市
は
、
岐
阜
県
の
南
東
部
に

位
置
し
、
恵
那
峡
や
大
井
ダ
ム
、
ま

た
中
山
道
の
大
井
宿
・
女
城
主
の
城

下
町
「
岩
村
」
な
ど
、
豊
か
な
自
然

と
歴
史
的
な
環
境
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
る
東
濃
の
田
園
都
市
で
す
。

　

近
年
の
広
域
高
速
道
路
網
が
整
備

さ
れ
て
、
名
古
屋
市
な
ど
大
都
市
と

の
近
接
性
を
活
か
し
て
地
域
の
産
業

振
興
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

恵
那
市
Ｓ
Ｃ
の
活
動

　

恵
那
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
17
年
に
恵
那
市
と
旧
恵
那

郡
の
５
町
村
の
Ｓ
Ｃ
が
統
合
し
、
新

セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
、
充
実
し
た
運

営
で
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
31
年
の
新
春
を
、

皆
様
は
ご
家
族
お
揃
い
で
、
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、

会
員
の
ご
活
躍
で
、
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
大
切
な
役
割
り

を
果
た
し
、
一
般
家
庭
や

事
業
所
な
ど
か
ら
親
切
・

丁
寧
な
会
員
の
就
労
作

業
に
つ
い
て
、
温
か
い

こ
と
ば
で
感
謝
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
生
活
や
事
業
に
広
く
役

立
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
、

今
後
よ
り
一
層
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
は
5
月
か
ら
元
号
も
改
め
ら

れ
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
は
第
二
次

中
長
期
計
画
の
９
年
目
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
当
面
の
問
題
と
し
て
、

会
員
の
増
強
・
就
業
開
拓
・
福
祉
介
護
・

子
育
て
支
援
な
ど
の
課
題
に
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
様
に
喜
ば
れ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
に
、

会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

理
事
長

大
井
市
郎

市
民
生
活
な
ど
を
支
援
す
る
シ
ル
バ
ー
会
員
の
活
躍

　
本
年
度
の
役
員
視
察
研
修

は
、多
く
の
事
業
に
取
り
組

み
成
果
を
あ
げ
て
い
る
岐
阜

県
恵
那
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
を
視
察
し
、

①
派
遣
事
業
、②
安
全
就
業
、

③
女
性
部
の
活
動
な
ど
に
つ

い
て
、意
見
交
換
を
行
い
大

変
に
有
意
義
な
視
察
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
で
習
得
し
た
事

業
内
容
な
ど
は
、今
後
の
当
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
活
か

し
て
、藤
枝
市
Ｓ
Ｃ
の
充
実
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
会
員
数
が
６
４
０
人

（
男
性
４
１
６
人
・
女
性
２
２
４
人
）・
事

業
の
契
約
金
額
は
一
億
八
千
百
万
円
、
会

員
の
就
業
率
は
83
％
で
し
た
。

①
派

遣

事

業

　

派
遣
事
業
に
、
会
員
99
人
が
就
業
し
て

お
り
、
契
約
金
額
が
四
千
六
三
〇
万
円
の

実
績
を
上
げ
て
お
り
、
事
業
を
請
負
か
ら

派
遣
に
切
替
え
て
い
ま
し
た
。

②
安
全
就
業
対
策

　

作
業
の
安
全
を
徹
底
す
る
た
め
、
一
般

家
庭
や
企
業
な
ど
の
作
業
現
場
を
、
役
員

（
理
事
・
班
長
）
が
、月
一
回
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
、
事
故
防
止
に
努
め
て
い

ま
し
た
。

③
女
性
部
の
活
動

　

全
会
員
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
女
性

会
員
は
、
各
種
の
作
業
に
就
労
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
家
事
や
育
児
の
支
援
・
高
齢

者
福
祉
の
介
護
予
防
な
ど
の
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
手
づ
く
り
手
芸
・
健
康
体
操
・

身
だ
し
な
み
講
座
な
ど
、
女
性
の
同
好
会

的
な
グ
ル
ー
プ
活
動
を
計
画
し
て
、
女
性
会

員
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
に
も
努
め
て
い
ま
し
た
。

多くの事業に積極的な取り組み
恵那市SCの視察研修
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シ
ル
バ
ー
の
作
業
や

親
睦
行
事
に
参
加
し
て

生
活
に
生
き
が
い
と
充
実
感

　

本
年
度
の
地
区
会
は
、
７
月
に
藤
枝

東
・
西
地
区
、
10
月
に
青
島
南
・
北
地

区
、
11
月
に
高
州
・
大
洲
地
区
の
６
地

区
で
開
催
し
、
地
区
長
・
班
長
の
皆
さ

ん
と
役
員
・
事
務
局
が
出
席
し
て
、
会

員
交
流
な
ど
に
つ
い
て
有
意
義
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

話
し
合
い
の 

＂ま
と
め
＂

★
会
員
に
な
っ
て
、
幾
ら
か
の
収
入
を

得
た
い
、
社
会
貢
献
を
し
た
い
、
仕

事
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り
が
で
き

る
、
と
考
え
て
会
員
に
な
っ
た
方
が

多
い
。

　
　

ま
た
、
地
区
や
地
域
班
の
組
織
が

あ
る
の
で
、
も
っ
と
地
区
や
班
の
会

合
を
開
催
し
、
意
見
や
要
望
を
提
案

し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
に
会

員
の
考
え
を
反
映
さ
せ
、
み
ん
な
で

セ
ン
タ
ー
を
育
て
、
活
性
化
で
き
る

よ
う
に
努
め
た
い
と
思
う
。

★
日
頃
の
シ
ル
バ
ー
の
活
動
を
、
広
く

市
民
の
皆
様
へ
周
知
す
る
こ
と
が
、

新
会
員
の
入
会
促
進
に
繋
が
る
の

で
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

★
最
近
、
定
年
の
延
長
な
ど
で
就
労
環

境
が
変
化
し
、
会
員
が
減
少
し
て
き

た
が
、
本
年
度
に
な
っ
て
少
し
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
仕
事
の
依
頼
が

多
岐
多
様
に
な
り
、
そ
の
対
応
が
大

変
に
な
っ
て
い
る
。

★
一
人
が
一
会
員
の
拡
大
を
目
指
す

運
動
は
、
全
会
員
が
常
に
入
会
促
進

を
心
掛
け
、
お
友
達
を
誘
う
よ
う
な

気
持
ち
で
募
集
に
努
め
る
こ
と
が
大

切
。
そ
の
た
め
に
は
、
会
員
同
士
の

交
流
を
深
め
、
地
区
や
班
及
び
職
群

の
グ
ル
ー
プ
で
、
お
互
い
が
協
力
し

て
、新
会
員
の
勧
誘
に
心
掛
け
た
い
。

★
会
員
の
交
流
も
な
く
、
お
互
い
名

前
を
知
ら
な
い
状
況
を
無
く
す
た
め

に
、
会
員
同
士
が
地
区
や
班
ご
と
に

集
う
機
会
を
計
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
や
班
で
仲
間
づ
く
り
を
す
る
。

そ
し
て
、
事
務
局
と
の
連
携
を
密
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

★
一
緒
に
仕
事
を
す
る
職
群
で
は
、
仲

間
づ
く
り
が
出
来
て
い
る
の
で
、
親

睦
旅
行
な
ど
の
シ
ル
バ
ー
の
行
事
に

も
誘
い
合
っ
て
参
加
し
、
シ
ル
バ
ー

の
活
動
が
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
、
入
会
促
進

に
役
立
つ
も
の
と
思
う
。

★
会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
出
来
て
い
る
の

で
、
会
員
同
士
が
顔
見
知
り
に
な
る

交
流
は
、
会
員
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
は
必
要
で
す
。

◆　

◆　

◆

　
会
員
交
流
の
促
進
の
施
策
の
意
見
の

中
か
ら
、
試
み
と
し
て
高
洲
・
大
洲
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
会
員
名
簿
の

作
成
・
配
布
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◆　

◆　

◆

　

今
後
の
地
区
会
は
１
月
に
瀬
戸
谷
・

稲
葉
・
葉
梨
地
区
、
２
月
に
広
幡
・
西

益
津
・
岡
部
南
・
北
地
区
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

シルバー人材センターの活性化を！！
平成30年度の地区会を6地区で開催

　高齢化社会の進行に伴い、センターの事業内容も多様化して、家事・育児・介護などの生活
支援、農業支援や事業所からの軽作業など様々です。会員は、市民の皆様からの沢山の就業依
頼に対し、素早く対応できるように努めています。しかし、多くの要望に対応していく為には、
会員の更なる増員が急務の課題となっています。
　事業推進委員会では、本年度も地区会を企画して、会員交流の促進と会員増員を主な課題に
話し合い、センターの充実・活性化を目指して取り組んでいます。

地区会（藤枝東・西地区）

地区長
　班長さんの
ご出席を
お願いします。
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農
家
の
人
手
不
足
を
応
援

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
農
業
支

援
事
業
は
、
農
業
従
事
者
の
不
足
や
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
農
家
の
皆
様
を
応
援

す
る
事
業
で
す
。

　

農
家
の
皆
様
か
ら
依
頼
さ
れ
た
田
畑

な
ど
の
農
地
を
、
そ
の
農
家
の
方
と
一

緒
に
農
作
業
に
従
事
す
る
仕
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
農
業
支
援
に
従
事
し
て
い
る
会

員
さ
ん
は
、
農
家
の
方
か
ら
大
変
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
支
援
事
業
で
、
会
員
の
作
業

実
績
は
少
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
は
農
地

の
管
理
な
ど
農
作
業
の
需
要
が
多
く
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
遊
休
農
地
の
活
用

　

農
業
後
継
者
が
い
な
い
た
め
に
、
耕

作
が
出
来
な
く
な
っ
た
農
地
・
遊
休
農

地
を
借
用
し
て
、
そ
の
農
地
を
会
員
が

活
用
し
、
作
物
の
栽
培
・
収
穫
の
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
市
内
の
平
島
と
大
新
島

の
２
か
所
の
田
圃
を
借
用
し
て
、
会
員

が
も
ち
米
・
さ
つ
ま
い
も
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
を
植
え
ま
し
た
。

●
も
ち
米

・
５
月
に
田
植
え
。

・
10
月
に
稲
刈
り
。

・
精
米
し
た
も
ち
米
は
、
藤
枝
宿
ふ

れ
あ
い
祭
り
で
餅
つ
き
実
演
・
試

食
の
実
施
、
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ

い
で
行
列
に
な
り
、
途
中
で
打
ち

切
り
に
な
る
程
で
し
た
。

●
さ
つ
ま
い
も

・
６
月
に
苗
植
え
。

・
11
月
に
収
穫
。

・「
紅
あ
か
り
」
を
作
付
け
。

・
切
干
芋
に
し
て
販
売
。

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

・
10
月
に
苗
の
植
え
付
け
。

・
２
月
に
収
穫
。

・
給
食
セ
ン
タ
ー
等
に
納
入
し
て
、

学
校
給
食
に
も
供
し
て
い
る
。

さつま芋苗植え

さつま芋切干

ブロッコリー苗植え

もち米収穫
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毎
月
１
回入会

説
明
会
を
開
催

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
に
よ
り
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
や
一
般
家
庭
か
ら
の
仕
事
の

依
頼
に
対
応
で
き
る
よ
う
当
セ
ン
タ
ー

で
は
会
員
の
確
保
・
増
強
に
努
め
、
入

会
説
明
会
を
毎
月
一
回
開
催
し
て
い
て
、

20
名
前
後
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

シ
ル
バ
ー
Ｑ
＆
Ａ

●
入
会
説
明
に
は
何
名
位
の
参
加

者
が
あ
る
の
か
？

　

平
成
29
年
度
は
173
名
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。入
会
者
は
92
名（
男
性
56
名
、

女
性
36
名
）
で
し
た
。

●
入
会
者
の
年
齢
は
？

　

平
成
29
年
度
に
入
会
し
た
92
名
の
入

会
時
の
年
齢
構
成
は

60
歳
～
64
歳
９
名
（
10
％
）

65
歳
～
69
歳
47
名
（
51
％
）

70
歳
～
74
歳
31
名
（
34
％
）

75
歳
以
上　

5
名
（
5
％
）

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は

ど
ん
な
求
人
が
あ
る
の
か
？

　

求
人
情
報
の
一
部
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
こ
の
求
人
情
報
以
外
に
も
多
く

の
急
を
要
す
る
求
人
が
あ
り
、
そ
の
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
て
い
る
書

類
に
よ
り
個
別
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
入
会
後
、
資
格
取
得
な
ど
の
講

習
会
な
ど
は
行
わ
れ
る
の
か
？

　

植
木
剪
定
、
子
育
て
支
援
等
、
要
望

の
多
い
も
の
を
企
画
実
施
し
て
い
ま
す
。

絵
画
ク
ラ
ブ
の

会
員
募
集

稲
葉
地
区　

原
田
昌
宏

　

先
の
シ
ル
バ
ー
機
関
紙
の
「
私

の
趣
味
」
で
サ
ー
ク
ル
を
設
立
し

た
い
思
い
と
募
集
を
記
載
し
ま
し

た
が
、
再
度
募
集
を
し
ま
す
。

　

絵
は
会
員
の
丸
山
明
彦
様
の
水

彩
画
で
す
。
水
彩
画
・
ス
ケ
ッ
チ

画
・
絵
手
紙
な
ど
ご
興
味
の
あ
る

方
々
、
一
緒
に
絵
を
か
き
ま
し
ょ

う
。

連
絡
先
（
原
田
）

０
９
０

−

６
０
９
０

−

２
４
６
７

10 月入会説明会

シルバーの日

入
会
説
明
会
日
程

　

平
成
31
年
２
月
25
日
㈪

　

平
成
31
年
３
月
25
日
㈪

会
場
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

時
間
：
午
後
１
時
30
分
か
ら

シルバー会員100万人達成計画の推進
　全国シルバー人材センター事業協会では、毎年 10 月
を“シルバー人材センター事業の普及啓発促進月間”
として、第三土曜日を『シルバーの日』とし普及啓発
の運動を全国一斉に推進しています。今年度、静岡県
内 35 市町のセンターは 10 月 20 日に一斉に行い、当
センターでは蓮華寺池公園で理事長をはじめ役職員が
参加して、ＰＲのチラシを配布するなど普及啓発活動
を行いました。
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藤
枝
宿
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

秋
に
し
て
は
汗
ば
む
よ
う
な
日
差
し
の
11
月
11
日
㈰
、

藤
枝
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
藤
枝
宿
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
業
事
業
で
会
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
収

穫
し
た
、
も
ち
米
を
使
用
し
て
の
ち
び
っ
子
の
餅
つ
き

体
験
や
、
切
り
餅
・
さ
つ
ま
芋
の
販
売
及
び
「
は
ざ
し
」

の
実
演
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
に
よ
る
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
ゲ
ー
ム
、
屋
内
で
の
、
書
道
部
の
作
品
展
示
及
び

ハ
イ
キ
ン
グ
部
の
活
動
写
真
展
示
等
で
会
員
の
活
動
の

紹
介
を
し
ま
し
た
。

会員による啓発活動

ちびっ子餅つき体験

出店

餅試食に長蛇の列

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

応
援
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
藤
枝

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
10
月
４
日
㈭
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
毒
蝮
三
太
夫
氏
の
講
演
で
ホ
ー

ル
は
満
員
と
な
り
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
も
写
真
等
で
会
員
の
活
動
を
紹
介
し
、

普
及
啓
発
活
動
に
努
め
ま
し
た
。
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気
ま
ま
な
街
道
歩
き

藤
枝
東
地
区　
　
小
澤　
隆
保

　

街
道
歩
き
を
始
め
た
の
は
、
64
歳
の

時
（
平
成
23
年
）。
退
職
を
機
に
、
旧

東
海
道
を
歩
こ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。

歩
く
目
的
を
気
ま
ま
な
一
人
旅
と
し
、

江
戸
時
代
の
古
道
に
こ
だ
わ
っ
て
、
昔

の
旅
人
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
街
道
筋

に
あ
る
史
跡
（
神
社
仏
閣
、
城
址
、
一

里
塚
、
本
陣
、
関
所
等
）
を
訪
ね
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
江
戸
日
本
橋
か
ら
京

都
三
条
大
橋
ま
で
歩
く
途
中
、
東
海
道

は
53
次
で
な
く
57
次
だ
と
い
う
説
を
知

り
、
滋
賀
県
大
津
宿
～
大
阪
高
麗
橋
ま

で
の
通
称
京
街
道
（
京
伏
見
宿
～
淀
宿

～
枚
方
宿
～
守
口
宿
の
４
宿
と
大
阪
城

を
経
由
し
た
56
キ
ロ
）
を
追
加
し
た
。

静
岡
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
街

道
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は
、
秀
吉
が

天
下
人
と
し
て
築
い
た
伏
見
城
や
淀
姫

の
為
に
築
城
し
た
と
い
わ
れ
る
淀
城

跡
、
坂
本
竜
馬
が
襲
わ
れ
た
寺
田
屋
等

が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
東
海
道
57
次
は
、
気
ま
ま
に
歩

い
て
全
行
程
五
百
五
十
一
キ
ロ
、
８

都
府
県
・
48
市
町
を
通
過
、
実
日
数
10

泊
33
日
を
要
し
ま
し
た
が
、
歴
史
的
な

ロ
マ
ン
を
感
じ
、
人
間
の
栄
枯
盛
衰
を

想
っ
た
旅
で
し
た
。
ま
た
、
秀
吉
、
家

康
が
築
い
た
東
海
道
57
次
の
開
設
か
ら

四
百
数
十
年
経
過
し
た
現
在
は
、
東
京

～
大
阪
間
「
の
ぞ
み
」
は
３
時
間
弱
で

往
来
し
時
代
の
隔
世
を
も
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
甲
州
街
道
44
次
（
日
本
橋

か
ら
長
野
県
下
諏
訪
宿
ま
で
二
百
十
キ

ロ
）
を
完
歩
、
下
諏
訪
宿
か
ら
中
山
道

を
西
進
・
木
曽
路
・
近
江
路
と
京
ま
で

（
三
百
二
十
キ
ロ
）
を
歩
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
中
山
道
69
次
の
う
ち
28
次
が
未
踏

（
二
百
二
十
キ
ロ
）
で
あ
り
、
５
街
道

を
言
え
ば
、
日
光
街
道
、
奥
州
街
道
が

残
っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
先
の
長
い
趣

味
で
あ
る
。

青
島
北
地
区  　
岸
本　
孝
夫

　

今
年
の
会
員
親
睦
バ
ス
旅
行
は
、
冬

型
の
気
圧
配
置
で
寒
さ
を
心
配
し
ま
し

た
が
、
風
も
な
く
快
晴
の
旅
行
日
和
の

11
月
23
日
に
、
丹
沢
湖
と
伊
豆
長
岡
温

泉
を
目
的
地
と
し
て
、
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か

ら
バ
ス
４
台
に
分
乗
し
て
、
目
的
地
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
車
窓
か
ら
は
、
い
つ
も
見
慣

れ
た
富
士
山
が
一
段
と
大
き
く
見
え
、

秋
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
一
路
、
最
初

の
目
的
地
・
紅
葉
の
丹
沢
湖
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

丹
沢
湖
は
人
造
湖
で
、
湖
の
誕
生
記

念
と
し
て
建
造
さ
れ
た
「
丹
沢
湖
記
念

館
」
を
見
学
し
た
り
、
周
辺
を
散
策
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
気
候
の
影
響
か
、
紅
葉
が
少

な
い
の
が
残
念
で
し
た
が
、
散
見
す
る

紅
葉
は
見
事
な
彩
り
で
し
た
。

　

次
の
目
的
地
は
、
伊
豆
長
岡
温
泉
の

ホ
テ
ル
、
ニ
ュ
ー
八
景
園
で
す
。
こ
こ

で
の
お
楽
し
み
は
、
楽
し
く
交
流
す
る

宴
会
タ
イ
ム
と
温
泉
で
す
。

　

途
中
、
交
通
事
故
に
よ
る
渋
滞
に
遭

遇
し
、
予
定
し
て
い
た
時
間
が
短
く
な

る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会

場
で
は
、昼
食
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、

カ
ラ
オ
ケ
の
熱
唱
、扮
装
し
て
の
踊
り
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
披
露
な
ど
拍
手
喝

采
で
賑
や
か
に
盛
り
上
が
り
、
皆
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
を
横
目

に
、
目
的
の
温
泉
を
楽
し
ん
だ
会
員
さ

ん
た
ち
も
い
ま
し
た
。

　

予
定
外
の
事
は
あ
り
な
が
ら
も
、
順

調
に
行
程
は
進
み
、
終
日
ど
の
バ
ス
も

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
た
今
年
の
会
員
バ

ス
旅
行
で
し
た
。

　

次
回
の
バ
ス
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

坂本龍馬が暗殺されかけた京都伏見宿の寺田屋
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明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
シ
ル
バ
ー
広
報
誌
の
、
ご
愛

読
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
藤
枝
市
と
岡
部
町
が
合

併
し
て
10
年
と
言
う
記
念
す
べ
き
年
で
、

２
年
に
一
度
開
催
の
朝
比
奈
大
龍
勢
も
合

併
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
冠
の
元
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　

ま
た
同
時
開
催
さ
れ
た
全
国
龍
勢
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
龍
勢

の
歴
史
紹
介
や
、
協
賛
打
ち
上
げ
が
実
施

さ
れ
、
何
時
に
な
い
盛
り
上
が
り
で
あ
っ

た
。

　

地
元
龍
勢
も
、
打
ち
上
げ
の
成
功
率
が

年
々
低
下
す
る
中
、
今
回
は
90
％
以
上
の

高
成
功
率
で
、
大
雨
の
中
な
が
ら
素
晴
ら

し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
比
奈
に
は
、
龍
勢
連
が
13
連
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
連
が
独
自
の
方
法
で
龍
勢
を

制
作
し
、
他
連
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
漏
れ
る
事

が
な
い
よ
う
、
そ
の
技
術
は
、
全
て
先
輩

か
ら
後
輩
へ
の
口
伝
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
が
連
内
の
結
び
付

き
を
強
固
に
し
、
龍
勢
継
続
の
力
に
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

普
及
啓
発
委
員
長
　
大
島
　
靖
之

　

こ
の
活
動
は
会
員
一
人
一
人
が
一

会
員
を
勧
誘
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の

会
員
増
強
を
図
り
、
事
業
力
の
ア
ッ

プ
に
繋
げ
る
事
を
目
的
と
す
る
。

　

近
年
、
研
修
で
訪
問
し
た
４
セ
ン

タ
ー
全
て
、
会
員
減
少
が
重
点
的
な

悩
み
で
あ
り
、
そ
の
内
３
セ
ン
タ
ー

は
会
員
自
ら
が
仲
間
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
活
動
が
特
徴
的
で
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
他
セ
ン
タ
ー
と
同

様
に
会
員
増
強
が
大
き
な
課
題
で
す

が
、
今
後
、
保
育
・
子
育
て
・
福
祉
・

家
事
な
ど
の
分
野
で
業
務
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
更
な
る
女
性
会

員
の
ご
努
力
を
お
願
い
致
し
た
い
。

当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
推
移

会
員
数
の
推
移
グ
ラ
フ
が
語
る
も
の

●
会
員
数
は
千
名
を
切
っ
た
27
年
度

か
ら
の
減
少
が
著
し
い
。

●
そ
の
中
で
男
性
よ
り
も
女
性
会
員

の
減
少
率
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

（
29
年
度
は
26
年
度
比
58
名
減
）

●
29
年
度
の
会
員
数
は
、
23
年
度
比

200
名
強
少
な
く
、
減
少
が
著
し
い
。

　

一
般
的
な
組
織
論
に
よ
る
と
、
大

幅
な
人
員
減
は
組
織
が
弱
体
化
し
、

経
営
が
難
し
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
事
を
皆
で
共
有
し
増

員
に
努
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

迅
速
な
消
火
活
動
で

栄
誉
あ
る
感
謝
状
を
受
賞

  

30
年
の
８
月
、
市
内
の
お
客

様
宅
へ
庭
木
の
剪
定
に
伺
い
ま

し
た
。
午
前
中
の
作
業
が
終
わ

り
、
昼
食
時
に
向
い
の
屋
敷
か

ら
の
黒
煙
に
気
付
き
、
駆
け
付

け
て
近
所
の
人
達
と
協
力
し
て

車
両
火
災
を
消
火
し
、
隣
接
す

る
住
宅
へ
の
延
焼
を
防
止
し
、

被
害
の
軽
減
に
努
め
た
。
こ
の

迅
速
な
行
動
に
志
太
広
域
事
務

組
合
志
太
消
防
本
部
か
ら
感
謝

状
を
頂
き
ま
し
た
。

当センター会員、子育て支援業務の一幕

受賞者：青木正二
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